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　ダイズは，主要穀類に比べて収量が低くその改良が強く求められてきた．白岩氏は，ダイズの収量を制御する生産機能に寄与す

る諸形質の意義の明確化とその品種間差異，および環境変動とくに温暖化がダイズの生産機能に及ぼす影響について顕著な成果を

挙げている．主要な研究成果は以下に要約される．
1．乾物と窒素の蓄積からみたダイズ個体群の生産機能の解析

　ダイズの潜在生産力を規定する個体群の生産機能については，その制限要因が，群落構造，光合成能，窒素固定能などの面から

検討されてきたが，それらの総合的な評価は立ち遅れていた．本研究は，作物個体群の成長が窒素の蓄積にともなうソースの形成

に強く規制されること，ダイズの場合，窒素固定能を解して窒素と乾物の蓄積が密接な相互関係を有することに着目しながら，好

適条件下で栽培されたダイズの生産機能を解析し，その遺伝的変異を解明した．

　まず，乾物生産量の構成要素として用いられるようになってきた受光日射の乾物変換効率（以下，RUE）の変動要因を解析した．

生育期間中の変化を異なる栽植様式と播種期のもとで解析した．RUE は，生育盛期のそれに関する限り異なる播種期および栽植様

式の間で安定的であり，乾物生産能の評価指標として有効であるとした（業績 1，13）．つぎに，RUE の品種間変異とその要因を

検討し，RUE は新品種が旧品種よりも明らかに優ること，関連形質として群落吸光係数と葉群の平均窒素濃度に品種間変異がみら

れるが，前者よりも後者の方が RUE と密接な相関を示すことを明らかにし，新品種の RUE の向上には個葉光合成能の増加が関わ

る可能性が高いとした（業績 4）．つぎに，新旧品種の群落の窒素固定量の推移を差引き法で評価し，栄養成長期間の地上部乾物重

当たりでみた窒素固定速度とその子実肥大期間における減少程度は，乾物生産能の高い品種で優れる傾向にあることを明らかにし

た（業績 5，6）．RUE と密接な関連を示す葉群の窒素濃度は，窒素蓄積量の増加がなくても，葉面積を小さくするか受光条件の良

い群落上層のみ窒素濃度を上げることでも改善が可能である．そこで，葉面積指数の増加と葉面積当たりの平均窒素濃度の上昇を

めぐる窒素の利用配分，ならびに葉群内の葉身窒素濃度の垂直分布に関して，それらが乾物生産力に及ぼす影響を，乾物生産モデ

ルを用いて解析した．圃場で観察されるダイズの葉群は，乾物生産能からみた最適配分・分布に近い窒素利用をしていること，旧

品種に比べて新品種の方が，その傾向が強いことをみいだした（業績 2，3，7）．
　これらの解析から，ダイズ個体群の乾物生産性の品種間変異が窒素蓄積能と密接に関連している実態，ならびに乾物生産性の新

旧品種間差異の要因として光合成能が関わる可能性が高いことを明らかにした．
2．ダイズの収量形成過程と環境応答に関する研究

　乾物生産と収量との関係についてはこれまで，乾物生産パターンもしくは特定の生育段階における乾物生産性と収量形成との関

係が注目されてきた．ダイズ収量の収量性の改良には，そのような重要な生育段階について必ずしも一致した見解は得られていな

かった．白岩氏は，生育段階別乾物生産速度（CGR）と収量との相関関係を 4 つの品種比較試験の結果にもとづいて検討し，子実

肥大開始（R5）後 20 日間の子実肥大前期の乾物生産速度がとくに安定的に収量と関連することをみいだした．そして，前項で乾

物生産性がすぐれると評価された国内新品種に比べて米国産品種では同期間の乾物生産性と収量がさらにすぐれることを指摘した

（業績 8）．
　近年の気候変動，特に温暖化はダイズ収量の低下や変動を招いていると推測される．しかし，ダイズの温度応答については定性

的な知見が多く，実態に関する定量的な知見が不足している．白岩氏は温度勾配施設を用いた栽培試験を行い，京都においてみら

れる変動の範囲であっても高温が生殖器官の発達とくに 1 粒重の低下を通じて収量形成を阻害している可能性が高いことを明らか

にした（業績 9）．さらに，温度上昇と土壌乾燥との組合せが窒素固定活性と収量の低下を引き起こすことを明らかにした（業績

10）．
　ダイズ栽培で問題となっている莢先熟の発生には，気象要因が関わることが指摘されてきたがその機構は明らかになっていない．

白岩氏は，圃場実験ならびに莢先熟が頻発する栽培現地における調査から，生育後期の土壌の過湿が莢先熟発生要因になり得るこ

とを示すとともに，土壌水分の平均値よりもその変動幅が大きい場合に莢先熟の発生が多いことをみとめ，圃場環境の安定化が莢

先熟の抑制につながるとした（業績 11，12）．また，莢先熟の発生程度は子実肥大期における木部液サイトカイニン量ならびに莢

実への乾物分配率と密接に関連することを明らかにした（業績 12）．
　このような，土壌水分の変動にともなう莢先熟の発生や温度上昇による粒大の低下などの知見は，上述の子実肥大前期の生育と

収量形成との間の密接な関連を示しており，この視点が，ダイズ収量の遺伝的変異のみならずその環境応答を理解する上でも重要

であることが明らかになった．

　以上のように本研究は，ダイズの生産機能の品種間差異における諸形質の意義を明らかにし，気候変動が生産機能に及ぼす潜在

的な影響についても実験的に解明した．これらの研究成果は，収量水準の向上が強く希求されているわが国のダイズ品種の品種改

良の促進，ならびに進行しつつある気候温暖化に対応したダイズ生産技術の策定に大きく寄与するものであり，日本作物学会賞に

相応しい業績と評価される．
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